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今から紹介する K im pa p の会や柳井市、その人々と一緒に活動した活動歴は、大
学での勉強とは違う私の日本文化の学習歴であり、小さ江韓・日両国の文化交流の跡でも
ある。その詳しい活動の内容は下記の通りである。
その一、 K i m ’ p a p の会との交涜活動













上記のような活動目的を持って活動している K i m ’ p a p の会と私とのつながりは韓
国にいるときから日本留学期間までずっと続いてきた。 1994年 12月 2 、 7 、 8 日には K i 




この講演会に参加してから大学に合格して K i m ’ p a p の会に入って来た新入生と再会
できたのは本当に大きな喜びであった。
以下に紹介する文章はその講演会で発表した内容のまとめであり、釜山大と K i m’ p 
a p の会の共同文集『これから j に載せた文章でもある。





















i r o n y ではないかなと思ってしまった。
•a本語を専攻す.Q に至.Q まで
私が日本語を大学で専門として勉強しようと思ったきっかけの中で一番大きなこと
は、日本が、鎌いだったからである。幼年時代から聞いた日本人の蛮行、毎年 3 月 1






















•Ki m ’ p a p の会との出会い
私が初めての K i m ’ p a p の会と縁を結んだのは 1993年の夏。
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1993年の夏の私と K i m ’ p a p の会の出会いは、確かに私の生活での大きな変化
の出発点であったとあえて言わせてもらいたい。 1993年の夏から現在の 1995年の 1 月
までを振り返ってみると、人間ってここまで変化できるもんかなあって思ってしまう





をして次期の会員を募集するという K i m ’ p a p の会の活動は、私にと勺てとても
新鮮な衝撃として感じられた。
ちょうどタイミングがよかったのか、 X d a y （釜山大の学生と K i m ’ p a p の
会の学生との受流会）が終わってから約 1 ヵ月後、福岡に日本語スピーチ大会に参加
しに行ったときの河野君（ K i m ’ p a p の会の会員）との出会いは、また私と K i 
m' pa p の会とのつながりをもっと緊密にしてくれた。河野君が私の家にホームス






指している。私はこの会の誕生に K i m ’ p a p の会の影響が少なくないと思ってい
る。
・第三回樟 ·B学生交JI".会を撃＂ι ながら
1994年 8 月 18～ 20 日に確定された第三回韓日学生交流会の準備が少しずつ進行され
























れた K i m' p a p の会合同会議の準備過程で改めて確認することができた。仕事前
に個人的に人間的な連帯を持つというのがいかに大切かというのは合同会議を準備し






























































































JI. 2 1 才になって、日本で見えてきた「韓国と日本j
Ki m ’ P a p の会の友人や柳井の方々など韓国に関心のある人々と一緒にいると、
もう既に韓国と日本はすごくいい関係になって、これ以上することはなくなっているよう
な気がするときがある。
しかし、一足後ろに立って客観的に周りを見ると、それは単なる錯常に過ぎなかったと
いうことに気づいてしまう。まだ、お互いの国を不信と偏見の目で見ている日本人や緯国
人は少なくないし、渡辺美智雄氏のように何回も繰り返されている日本の偉いさんの妄言
は、韓国国民の反自感情を絶え間なく刺激している。それどころか、何の罪もない朝鮮人
学校の女子学生が、電車の中で制服のチマチョゴリを切られたりする。戦後50年を迎えて
いる今、韓国では“日本は相変わらずその程度の国だ。”という冷たい見方が不幸にも広
まっているようである。
けれども、いつも感じられるのは、緯国の人々は、いい意味でも悪い意味でも日本に対
しでかなりの関心を持っているということである。去年、緯国の出版界を強打した『日本
はない』という本と『日本はある』というこつの本は、韓国人の日本に対する関心を象徴
的によく表しているものだと思う。
“日本は感情的には憎いけど、無視できないすごい園”という見方が最も一般的である。
今、韓国で日本語を勉強している人の数、韓国の大学にある白本や日本語関係の学科の数、
また韓国から日本に来る留学生の数は、驚くほど多いものである。しかし、その反対の場
合は比べものにならないぐらい少ない。
普通の日本の人は韓国と言えばキムチや焼肉ぐらいの知識を持っている人がたいていで
あった。日本人の韓国に対しての関心は、韓国人である私にとっては率直な気持ちで寂し
いぐらい少ないものであった。
IV. もう一つのあきらめられない夢
国際関係って国の経済力にすごく左右されているのをいつもつくづく思っていた。こう
いうのって、自分の国から離れて外国に出てみるともっと痛感できるのが分かった。
韓国の大学生はほとんど外国語、特に、英語にとてもこだわっている。なぜかというと
企業の就職試験や大学院試等、英語の試験がないところがほとんどないし、それだけでは
なくて就職しでも英語や日本語の実力で昇進などが決められる職場が多いからである。もっ
-51-
( 9) 
(10) 
たいないぐらい、必要以上の時間とエネルギーを英語の勉強に費やしている。本当に悲し
い現実だといつも思っていた。しかし、うらやましいことに、日本の大学生は就職するた
めに英語にこだわらなくてもいいそうである。その詳しい理由や事情はよく知らないけど、
多分、経済大国日本に生まれたおかげじゃないかなと思ってみた。
韓国人が英語や日本語の勉強に熱心であるのや、日本人が英語には熱心でも、韓国を含
め他の国の言葉にそれほど興味がない一番大きな理由は、やはり、アメリカや日本の経済
力の影響だと思う。
けれども、私は国の経済力に影響されない平和で平等な世界を夢見ている。中学校のと
きから自分の意志とは関係なく英語をやらされる今の日本や緯国のような現実よりは、自
由に自分が興味のある国を選んでその国の言葉や文化が学べる世界になれるように心から
顕っている。
これは、世界各国の友達と付き合い、いろんなことを見て、聞いて、感じて、考えなが
ら、日本で二十歳から二十一歳までの青春を過ごした一人の女の子のもう一つのあきらめ
られない夢である。
-52一
